




　胎児が母体感染症の影響を受けて死産早産奇形発生のような事態に到る例は

梅毒や風疹でよく知られているが,他の伝染性疾患については確実なデーター

が少ない。おそらく何らかの影響があると思われるものにサイトメガロウイル

ス・ヘルペスウイルス・トキソプラズマ・インフルエンザウイルス・おたふく

風邪ウイルス・ LCM ウイルスなどがあり,このうちサイトメガロウイルスに関

しては胎内ないし新生児感染で長く尿にウイルスを排泄するような長期潜伏が

起こり,そのあるものには小頭症その他の奇形あるいは発育障害知能障害があ

ることが或る程度判ってはいるが,わが国でそれがどのような頻度で起ってい

るかは明らかでない。ヘルペスウイルスでも胎内感染による小指症・白内障・

視力障害その他の報告もあるが,この方は世界的レベルで見渡しても果してそ

れがどのくらいの頻度で生ずるのか判っていない。


